
∪,D.C.る54.197.02占:る81.324.078

NNN報道情報システム
ー日本テレビ放送網株式会社系列29局の報道ネットワークシステムー
Nippon News NetworklnformationSystem

日本テレビ放送網株式会社(以下,日本テレビと言う｡)と系列29社では,視聴

者の報道情報に対する期待にこたえ,速報性と正確性の向上を実現するNNN

(NipponNewsNetwork)報道情報システムを構築した｡このシステムは,ニ

ュース速報,地震･津波速報および選挙速報を視聴者に提供するため,日本テ

レビからの情報配信と各社からの集信,および各社独自の運用機能を備える｡

構成としては,汎(はん)用ホストコンピュータとワークステーションの分散ネ

ットワーク,およびパーソナルコンピュータによるグラフィック処理の複合で

最適な機能分化を図った｡

昭和62年以来,ニュース速報からの段階的構築を行い,現在選挙速報も2回

の選挙に対応し,情報の発生から放送までの時間の短縮,工数の削減など成果

をあげている｡

山 緒 言

最近の視聴者の要求は,図11)に示すように報道関連番組の

視聴分数比率が増加し,時々刻々に発生する事象を正確かつ

迅速に取得しようとする傾向にある｡このような傾向に対応

するため,日本テレビ放送網株式会社(以‾F,日本テレビと言

う｡)と,系列29社(以‾F,ネット局と言う｡)では,報道情報の

即時伝達を追求したNNN(Nippon News Network)報道情

報システムを構築した｡

構想としては,昭和58年の参議院選挙に稼動した選挙速報

システムの着想を発展させたものである｡当時のシステムは,

日本テレビと特定のネット局に設置した端末から得票数を人

力し,日本テレビが一元的に全国放送版の番組を制作するも

のであった｡これに対し,NNN報道情報システムでは,ネッ

ト各局の独自性を尊重し,各局独自に放送用画面の作成と必

要なデータ入力を行える｡

システムのサービスメニューとしては,選挙速報だけでな

く緊急ニュースを扱うニュース速報,気象庁ADESS(Auto-

maticDataEditingandSwitchingSystem)から提供される

各地の地震震度情報や津波警報などを扱う地震･津波速報に

も対応する｡また,ホスト計算機を増設し,2台のホスト計算
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機で相互にバックアップする24時間の連続運転体制を確立し,

各種報道情報の速報性と止確性を向上させた｡

囚 システム化のコンセプトと段階構築

NNN報道情報システムの大きなテーマは,｢日本テレビお

よびネット局の情報発信基地化+であr),具体的には,情報

の｢速報性+と｢正確性+の向上を図るため,図2に示すシ

ステムコンセプトに基づいて構築した｡なお,ニのシステム

は,昭和62年にニュース速報システムが,昭和63年に地震･

津波速報システムが稼動した｡選挙速報は,平成元年の参議

院選挙に合わせ新システムに移行した｡その際,報道専用ホ

スト計算機を導入することで,ニュース速報,地寅･津波速

報および選挙速報の3システムを統合するトータルシステム

を形成した｡

8 システムの概要

3.1システムの機能

このシステムは,ニュース速報,地震･津波速報および選

挙速報の放送用画面を作成し,放送すること(以下,オンエア
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注:1982年を100とLた場合の推移(株式会社ビデオ･リサーチ調べ)

出展｢'90比較日本の会社放送+(島野功緒 著)

区= 番組種目別視聴分数の推移(関東地区)1982年を100とした

場合の推移を示す(出展｢■90比較 日本の会社放送+)｡報道者組の視聴

の伸びが特徴的である｡

1.報道関連番組の増加

2.24時間放送の実施

3.報道内容の二極化

(全国形･特定地域形)

社会の変化

1.重複作業･人手作業

の排除

2.地域特性の考慮

3.容易な放送画面の

作成

従来システムの改善

く> く>

1.ネットワーク技術

の進歩

2.ワークステーション

技術の進歩

3.文字フォントの充実

利用技術の進歩

く>
NNN報道情報システム

●情報の一元管理と分散管理

｢報道情報の発信基地化+●情報の共有利用と簡易操作

●｢速報性+,｢正確性+の向上

ニュース

速報システム

(昭和62年12月稼動)

地震･津波
速報システム

(昭和63年4月稼動)

新選挙
速報システム

(買霊書芸岩男姦畠び)

注:略語説明 NNN(NipponNewsNetwork)

図2 NNN報道情報システムのコンセプト システムコンセプトに

沿った段階構築を実施した｡

と言う｡)を目的としており,機能は,(1)ローカルオンエア,

(2)配信オンエア,(3)集配信オンエアに大別される｡表1に示

すように,3種の速報は情報発信の形態および内容が異なるた

め,それぞれの特徴を考慮した機能の適用を図っている｡

表I NNN報道情報システムの機能分埠 速報内容によって,各局の独自性重視の場合とネットワーク重視の場合がある｡

機能分筆頁 ローカルオンエア 配信オンエア 集配信オンエア

機能模式匡Ⅰ

入力入力

ll
オンエアオンエア

日本テレビネット局

放送網株式会社

(以下,日本テレビと言う｡)

オンエア

入力､

配信

オンエアノ′∫オンエア

日本テレビ

オンエア

ネット局

入力＼集計

オンエア/配信

日本テレビ

入力

オンエア

入力

オンエア

入力

オンエア

ネット局

適

用

ニュース速報 ○ ○

地震･津波速報 ○

新選挙速報 ○ ○ ○
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(1)ローカルオンエア

日本テレビを含む各局が,おのおの独自に速報用原稿を入

力し,放送用画面を作成する機能である｡地域性の高いニュ

ースや地方選挙対応のため,ニュース速報と選挙速報に適用

した｡

(2)配信オンエア

日本テレビで速報用原稿を入力し,配信処理を経てネット

局が受信し,オンエアする機能である｡ニュース速報,地震･

津波速報および選挙速報のいずれにも適用した｡ニュース速

報では,全国的ニュースを日本テレビが入力し,各ネット局

へ配信している｡地震･津波速報では,日本テレビが気象庁

ADESS

オンエア

オンエア
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磁気ディスク
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60台 (
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末
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入力･オンエア用装置

HITAC M-640

主記憶:32Mバイト

チャネル数:16チャネル
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チャネル間結合装置

‾
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⊂]
B16/MX-Il

⊂]
2050

｢‾‾

主記憶:32Mバイト

チャネル敷:16チャネル

バックアップ横

大型

グラフィック装置

国
NTSC

コン/ヾ一夕 B18/MX-ⅠⅠ

選挙速報オンエア用装置

通
信
制
御
処
理
装
置

[コ
2050

NNN報道情報システム 641

ADESSから電文を受信し,速報用情報を自動生成して各ネッ

ト局へ配信している｡この過程では,受信電文が不定長コー

ド形式であるため,その解析処理も行わなければならない｡

また,選挙速報では,日本テレビのホスト計算機を活用した

各種の予測や,それに基づく当選･当選確実情報の配信が行

える｡

(3)集配信オンエア

R本テレビと各ネット局で,それぞれ入力した速報データ

を日本テレビが集計し,集計結果を日本テレビと各ネット局

がオンエアする機能である｡全国選挙時は,各地の選挙管理

委員会から逐次発表される開票速報を一元集計し,党派別議

■
■
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国
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国
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参院選挙以後‥･9,600 ビット/s/HNA

日 本テ レ ビ

ネット局装置

国
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匡1
B16/MX-ⅠⅠ

国
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グラフィック

装置
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‾‾｢

オンエア!二+

オンエア

オンエア

29
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注:略語説明 ADESS(AutomaticDataEditingandSwltChingSystem),NTSC(Nat10nalTelevisionSystemCommittee),HNA(HitachiNetworkArch■teCt=re)

図3 NNN報道情報システム全体構成 HITAC M-648とワークステーション2850の分散システムである｡オンエア用グラフィック装置としては,

B16/MX一Ⅱを適用した｡
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席数などを明示しなければならないため,この機能での対応

を図った｡

日本テレビとネット局では,各選挙管理委員会の発表に対

し,各地区の担当局が取材から開票結果の入力までを,責任

分担する構想を固めてきた｡この機能では,その構想に即し,

得票入力の分散化と一元集計および集計結果の配信を行える｡

3.2 システムの全体構成と特徴

本システムでは,日本テレビの主導性とネット局の独自性

を両立させる必要がある｡図3に示すように,日本テレビホ

スト計算機HITAC M-640とワークステーション2050(以下,

2050と略す｡)とを主軸とする分散システムを採用し,ローカ

ルオンエア機能の充実,配信および集配信の処理,さらに日

本テレビでの高度な集計,解析処理を同時に実現した｡以下

に,その詳細を説明する｡

(1)ローカルシステム

2050とパーソナルコンピュータB16/MXⅡ(以下,B16と略

す｡)で構成した｡2050がマルチタスク,マルチウインドウ機

能で通信とファイル管理処理を,B16がオンエア用放送画面生

成のためのグラフィック処理を行うものとした｡B16のディス

プレイ出力のRGB信号は,ビデオトロン株式会社製のNTSC

(NationalTelevisionSystemCommittee)コンバータ(PC/

注:STV(札幌テレビ放送株式会社)

RAB(青森放送株式会社)

ABS(株式会社秋田放送)

TVl(株式会社テレビ岩手)

MMT(株式会社宮城テレビ放送)

YBC(山形放送株式会社)

FCT(株式会社福島中央テレビ)

TNN(株式会社テレビ新潟放送網)

TSB(株式会社テレビ信州)

KNB(北日本放送株式会社)

KTK(株式会社テレビ金沢)

FBC(福井放送株式会社)

SDT(株式会社静岡第一テレビ)

YTV(讃責テレビ放送株式会社)

NKT(日本海テレビジョン放送株式会社)

(卦中国回線

RNB

KRY
HTV

FBS

KKT

KTS

KTN

TOS

UMK

RKC

L-861)を経由し,オンエア用に変換している｡2050とB16の組

み合わせで,通信管理用画面の参照と,ローカルニュースの

入力やオンエア指示などを同時に実施でき,容易な状態把握

と簡易な操作を実現した｡

(2)ネットワークシステム

ニュース速報,地震･津波速報での配信オンエアと,選挙

速報での集配信オンエアを実現するため,ホスト計算機とワ

ークステーションの分散構成とし,HNA(HitachiNetwork

Architecture)を適用した｡匝l線は日本電信電話株式会社の符

号品目分岐回線(9,600ビット/s)を採用し,図4に示すよう5

回線の分岐で29局をカバーした｡なお,実際の構築ステップ

では,集配信オンエアを選挙時までに実現するものとして,

配信オンエアの早期実現を図るため,初期段階では日本テレ

ビ2050を配信源とし,従来のネット局配信用ファクシミリ回

線を共用する簡易なネットワークを構成した｡

(3)ホストシろテム

ホスト計算機には,選挙速報稼動時の高トラフィックを考

慮しHITAC M-640を採用した｡また,高信頼性の確保を目

的として,通常は定常業務用オンラインシステムとして使用

しているHITAC M-660をバックアップ機とし,両者をチャ

ネル間結/合装置で接続する方式とした｡

HTV(広島テレビ放送株式会社)

KRY(山口放送株式会社)

YBS(株式会社山梨放送)

CTV(中京テレビ放送株式会社)

JRT(四国放送株式会社)

RNC(西日本放送株式会社)

RKC(株式会社高知放送)

RNB(南海放送株式会社)

FBS(株式会社福岡放送)

KTN(株式会社テレビ長崎)

KKT(株式会社熊本県民テレビ)

TOS(株式会社テレビ大分)

UMK(株式会社テレビ宮崎)

KTS(鹿児島テレビ放送株式会社)

NTV(日本テレビ放送網株式会社)

②中部回線

KTK
FBC

NKT

くフ

RNC (ア
+RT

YTV CTV

(卦東海･四国回線

♂

KNB

TSB

SDT

YBC

TNN

NTV

(9九州回線

RAB

ABS()

MMT

FCT

TVl

①菜北･北海道回線

STV

図4 ネットワーク構成 NTTの符号品目分岐回線(9′600ビット/s)を使用している｡分岐形態は平成2年の衆議院選挙以後の状態を示す｡
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主な接続端末は,ローカルシステムとしてのネット局2050

と,日本テレビ内集票センタの60台の得票入力用ビデオデー

タターミナル560/20(以下,560/20と略す｡)である｡ネットワ

ークの回線制御を行う通信制御処理装置および構内の端末を

制御する端末制御処理装置は,2チャネルスイッチを付加し,

向計算機への切換を可能とした｡

巴 業務処理の構成

システムの業務処:哩は,ニュース速報,地震･津波速報,

選挙速報,ホットスタンバイおよび運用･保守に大別される｡

これらの詳細を図5に示す｡

(1)ニュース速報業務

ニュース原稿では,人名などに各種の外字を扱わなければ

ならない｡外字の扱いは,システム全体で統一する必要があ

ー),一方,ローカルオンエア対応には各局独自の運用も可能

とする必要があるため,この業務ではシステム共通および各

局凶有で管理可能な業務を主体としている｡また,各局連絡

用としてメール配信をサポートした｡

(2)地震･津波速報業務

この業務は,ぅも象庁ADESSから受信した各種の気象情報の

解析･配信と,ネット局でのオンエアを主体にしている｡地

震･津波速報は,即時性が特に要求されるため,着信時にパ

トライト点灯とブザー鳴動を制御する機能を付加した｡

(3)選挙速報業務

この業務は,得票入力,当選確実入力,予測入力および開

票状況モニタ表示を主体とした｡各種の入力情報は,集計後

ネット局へ配信されるため,ネット局独自の番組編成に従っ

たオンエアが可能となった｡

(4)ホットスタンバイ業務

この業務では,2台のホスト計算機の直結チャネルを通して

ファイルの二重化を図った｡万一の障害時に備え,回復時間

の短縮化を実現するものである｡

(5)運用･保守業務

運用･保守面でのサポート業務は,ネット局が全国29局に

わたっていることから,プログラムのメンテナンスを容易と

するようプログラム配信を主体とした｡また,各配信に対し

てデータの着信状況を記録し,回線品質などの管理を可能と

している｡

田 各業務の流れとシステムの動作

NNN報道情報システムの主要業務であるニュース速報,地

震･津波速報および選挙速報の3業務について,以下に業務

の流れとシステム動作の概略について述べる｡なおここでは,

日本テレビを中心とした各ネット局への報道情報の流れを述

べる｡

ニュース速報l lニュース作成･配信

N

N

N

報

道
情

報
シ

ス

テ

ム

地震･津波速報

ニュースオンエア

メール作成･配信

外字作成･配信

局別テロップ作成
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局別情報編集
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着信パトライト制御

選 挙 速 報 t マスタファイル作成

得 票 入 力

当選確実情報入力
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集計情報配信

選挙 オ ン エ ア
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運用･保守
l

プログラム配信

局 別環境設定

各局接続確認

配信状態ロギング

図5 業務処理の構成 ホスト計算晩 2050,B16上の主要業務プロ

グラムを示す｡

5.1ニュース速報葉務

ニュース速報業務は,日本テレビが作成したニュース速報

原稿を各ネット局に配信し,その原稿をその状態のままオン

エアする｡業務の流れを図6に示すとともに,その概要を次

に述べる｡

(1)日本テレビの報道局に取材先や記者クラブなどにいる記

者から,放送が必要な緊急報道情報が入る｡

(2)報道局のニュース速報担当者は,その報道情報を基にB16

でニュース速報原稿を作成する〔図7(a)〕｡

(3)B16で放送画面を合成し,NTSC変換後,送出を経由し

オンエアする｡

(4)一方,原稿はB16から2050経由でホスト計算機へ送られる｡

その際,地域性の強いニュースについては,2050で配信先ネ

ット局を選択する〔図7(b)〕｡
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[∃
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原稿作成

放送画面作成
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NTSC変換
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ニュース速報
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④
送
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(9

各ネット局
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2050

ニュース原稿
受信

⑥

B16

放送画面作成

l⑦
NTSCコンバータ

NTSC変換

送 出

‾丁
オンエア

図6 ニュース速報業務の流れ ローカルオンエアと配信オンエアを可能としている｡ローカルオンエアでは,ネット局でニュース原稿を作成

する｡

(a)ニュース速報入力

図7 ニュース速報業務の流れ

(b)配信先選択 (C)ニュース速報オンエア

(a)はB柑,(b)は2050で行う｡(C)のオンエアは,B16画面をNTSC変換している｡

(5)ホスト計算機は,選択されたネット局に向け,回線を経

由し配信する｡

(6)各ネット局の2050は,原稿を受信するとブザーを鳴動さ

せる｡

(7)各ネット局の報道局のニュース速報担当者は,口本テレ

ビと同様にB16で放送画面を作成し,NTSC変換後各局の送

出を経由しオンエアする〔図7(c)〕｡

5.2 地震･津浪速報業務

地震･津波速報業務は,気象庁ADESSシステムから送られ

てくる地震情報および津波発生警報情報を日本テレビで受け,

各ネット局に配信し編集後オンエアする｡業務の流れを図8

に示すとともに,その概要を次に述べる｡

(1)日本各地で地震が発生すると,気象庁ADESSから回線を

経由し,地震情報および津波発生警報情報が入る｡

(2)日本テレビの報道局では,B16でその情報を受信する｡

(3)報道局の地震･津波速報担当者はオンエア用B16で,その

情報を基に震度順にソートなど編集を行う｡
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(4)編集された情報を基にオンエア画面を作成し,NTSC変

換後,送出を経由しオンエアする｡

(5)一方,気象庁ADESSから受信した情報は,ホスト計算機

を経由し各ネット局にも配信される｡

(6)各ネット局の2050は,情報を受信するとブザーを鳴動さ

せる｡なお,パトライトの点灯も可能である｡

(7)各ネット局の報道局の地震･津波速報担当者は,口本テ

レビと同様に編集を行う｡

(8)編集された情報からオンエア画面を作成し,NTSC変換

後,各局の送出を経由しオンエアする｡

5.3 選挙速報業務

選挙速報業務は,選挙管理委員会から発表された開票経過

および選挙報道担当者が判断した当選情報,当選確実情報お

よび予測票数を各ネット局に配信し,各ネット局でオンエア

する｡業務の流れを図9に示すとともに,その概要を次に述

べる｡

(1)中央選挙管理委員会などから開票経過が発表されると,
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①
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図8 地震･津波速報業務の流れ 配信オンエアが可能である｡
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図9 選挙速報業務の流れ 集配信オンエアが可能である｡

記者から日本テレビにファクシミリ,または電話で連絡が入る｡

(2)連絡のあった開票経過は,得票数入力として560/20から

ホスト計算機に入力される｡

(3)選挙速報担当者は,選挙前の世論調査や開票経過から分

析し,当選情報,当選確実情報および予測票数を560/20から

入力する｡

(4)一方,地方選挙管理委員会からの開票経過は,各ネット

局に連絡が入る｡

(5)各ネット局の選挙速報担当者は,2050から560/20と同様

各ネット局

2050

受信処理

モニタ画面表示

B16

¢耳

オンエアキュー作成

放送画面作成

NTSCコンバータ

NTSC変換

(巾

∩え…

qうノ

送 出

l

オンエア

に得票数入力し,同時に当選情報,当選確実情報および予測

票数を入力する｡

(6)また,B16からの入力も可能であり,2050と同様の画面で

人力する｡

(7)B16から入力された情報は,2050の送信処理を経由してホ

スト計算機に入力される｡

(8)ホスト計算機は,560/20,2050,B16からの得票数,当選

情報,当選確実情報および予測票数情報を受ける｡

(9)入ノJされた情報は,配信処理によって回線を経由し,各
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(b)党派別議席数

B16が出力する画面の代表例を示す(候補者名は仮名)｡

(a)党派別議席数表示

lllIl

l】lll

榊

打l

(C)予測票数

(b)選挙区別当選者表示

図Il選挙速報業務の流れ 2050から行う入力と,モニタ画面の代表例を示す｡

ネット局の2050に送信される｡

(10)政党ごとの当選および当選確実の集計情報は一定時間間

隔ごとに集計処理し,入力処理と同様,配信処矧こよって各

ネット局に配信される｡

(11)各ネット局の2050は,受信後データ種別に応じ最新情報

として格納する｡なお,入力,送信処理とは独立して行える｡

(lカ 各ネット局の選挙速報担当者は,放送の進才山こ合わせて

B16で開票速報〔図10(a)〕,党派別議席数〔同凶(b)〕,予測票

数〔同図(C)〕などの放送する順序(以下,オンエアキューと言

う｡)を決定する｡

(13)放送画面はオンエアキューに従い作成され,N′Ⅰ､SC変換

後,送出を経由してオンエアされる｡

(14)一方,選挙経過は時々刻々と変化しているため,選挙報

道担当者が的確に情報の把握ができるようにモニタ表示両面

を用意している｡モニタ表示画面は,ホスト計算機から一定

時間間隔でモニタ処理によって各ネット局に送信される｡主

なモニタ画面には,党派別議席数表示〔図Il(a)〕,黄新当選者

表示,選挙区別当選者表示〔同図(b)〕がある｡

(均 2050は,送信されたモニタ情報を画面表示する｡なお,

配信処理とは独立して行える｡
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B 結 言

NNN報道情報システムとして,ニュース速報システム,地

震･津波速報システムおよび新選挙速報システムを順次構築

した｡ニュース速報システムおよび地震･津波速報システム

では,放送準備開始から完了まで平均作業時間が約3分とな

り,従来システムよりも約80%短縮され,速報性の向上を図

ることができた｡

今後とも,報道体制のよりいっそうの強化を目指し,シス

テムの拡充を図っていく考えである｡これには,報道情報の

発生源にいる現場部門の要求発掘,およびそれに対応するシ

ステム化が重要と考えられ,今後も現場部門との連携を密に

してシステムの拡大を推進する考えである｡
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